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パソコンを利用した補正図等の作成について

岡本博行 ： 水路通報課

Making of Chartret by CAD System 

Hiroyuki Okamoto : Notices to Mariners Div. 

1. はじめに

水路通報諜では，近年の海洋利用の活発化iζ伴い，船舶交通安全情報の提供業務が重要度を増しており．

特IC「海図」を最新維持するための「補正図JIC対するニーズが以前にも増して高まっている。そのため，

補正測量原図の他にも調整図や資料図等の資料lとより，以前より詳細な「補正図」を作成しなければならな

くなってきた。

しかし，「補正図」の作成のためには，製図作業等の高度な熟練技術を必要とし，それが個人の技量iζ大

きく依存しているととが，図面の品質管理上のネックになっており，さらにその技術の修得 ・伝承も近年の

後継者不足もあって困難になってきている。

そこで，それらの製図作業をノマソコンと市販のCA Dソフトを利用して，補正図用の原稿をレーザプリン

タに出力するシステムを整備したので，その性能についての考察を報告する。

なお，基本的な内容は，季刊「水路」 82号に掲載しであるので，併せてど覧いただきたい。

2. 装置の概要

本装置はパソコン本体（PCH98SCPU 80486SX 20MHz）と図面入力のためのスキャナ（PC-IN

506 A4判 読取密度 320DPI). レーザプリンタ CRICHOLP 3320 SP 4 mk 2 印字密度 240DPI)で

構成されている。ソフトウェアは，「DRACAD2 C構造システム）Jを作図のためのメインのプログラムと

し，乙れにスキャナの読み取った図面データを送るために，「花子Ver2 (Jl沼TSYSTEM）」と「花子DXF

コンパータ（同左）」，及び「CANDY4スキャナ 2 （アスキー）」と「CANDY4 （同左）Jを使用した。

「花子」及び「DXFコンノイータ」は，スキャナの読み取った図面の画像データ（ラスタデータ）を，画面

上で7 ウスを用いて手入力でトレースし，線分のデータ（ベクトノレデータ〉に変換する場合に用い，「CAN

DY4スキャナ 2J及び「CANDY4」は，ラスタデータから自動的iζベクトルデータ iζ変換するととができ

る。乙れらのデータは， CA D用の標準フォーマットであるDx Fファイルiとより， CA Dソフト側K入力
される。

両者は，図面の内容によっては向き不向きがあるので， 自然岸線や等深線等の曲線が多いものについては

「花子」を，人工岸線や道路等の直線部分が多いものについては「CANDY4 Jを用いると概ね使いやす

し、。

3. スキャナの読取精度

第 1図の様な絡子 (150凹× 200mm 50mm間隔）を作成し，自動及び手動で，それぞれ100dpiと300dpi
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出力された図面の値ではない）を示すかを調

スキャナで読みとられた値には絶対的な値はないので，読みとられた長辺のうちの 1辺を正しい寸

法（200. 00 mm）と定義して，他の辺がどのような値を示すのかを，

どの様なデータ値（内部的なデータ値で，の精度で読込ませ，

ベた。

なお，

CA Dソフトウェア上で使用できる長さ

の測定コマンドを用いて調べた結果は第 1表のとおりである。

どちら長さの再現性については，以上の結果から

のソフ卜のどの読取密度を使っても，補正値を掛ける
150mm 

ととICよりほとんど問題ない乙とがわかる。つまり，

むやみに読み取り密度を上げても精度はあまり変わら

50凹格子の長さのばないという乙とである。ただし，

E
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らつきについては，片方の長辺側の絡子が短辺方向iζ

（約 0.3凹）傾向があり，他の部分はほぼやや延びる

おそらく機械的な特。目1mm以内lζ収まっているので，

性（スキャナの走査線の読みとりの初期部分が不安定

重要な原稿についてはになっている？）と考えられ，

乙の部分を避けて読み込ませる方がよいだろう。角度

的な誤差は，最大で約 0.07度であり， 200阻で0.2 mm 

乙れは傾きではなくゆがの誤差がでる計算になるが，

読み取りグリッドみであり，データを修正する ζ とが現在のと乙ろでき
第 1図

ないのでそのまま使用している。

300ドッ卜で22分を要する。

入力方法 CANDY4スキャナ 花子2

読み取り密度 100dpi 300dpi 100dpi 300dpi 

短辺の値
上辺 1 50. 61 1 50. 59 1 50. 55 1 50. 1 4 
下辺 1 50. 62 1 50. 42 1 50. 55 150圃 14

もう一方の長辺の値 199. 99 1 99. 92 200. 00 200. 00 

格子の各辺の 49. 84～ 49. 91～ 49. 76～ 49. 86～ 
最小～最大値 50. 84 50. 51 50. 53 50. 29 

角度の精度 8 9. 9 5 6 7～ 8 9. 9 3 3 6～ 
誤差無し 誤差無し

最小～最大値 9 o. 0 4 6 2 90. 0445 

＊短辺の補正値 0. 996 0. 997 0. 996 0. 999 

200ドッ卜で9分，

スキャナの読取精度

100ドットで約 3分．

第 1表

ちなみに，図面の読み取り時聞は，

プリンタの作図精度4. 

画質

レーザプリンタは走査線iとより作図するため，描画した直線lとは角度により階段状の段差が発生する。
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（第2図参照）との状況を確認するため，傾きがO度から90度までのl度毎の直線を描画させ，段差の状況

を測定した。

その結果，段差の間隔はO度及び90度付近で急激に長くなっており，また30度及び60度の前後と.45度付

近で二重の段差が発生し，直線としては見苦しい状態となってしまう。とのため，直線の多い図面を描画す

る際iζは，なるべく90度毎の直線だけで描画できれば，品質の良い線を得る乙とができる。（第3図参照）

(2）作図精度

スキャナで用いたのと同じ格子を，今度は正確な寸

法のデータで数値入力し，それを7 イラーフィルム上

lζ作図して，描画された図面を測定した結果は第4図

の通りである。

以上の結果から，出力時の補正値を算出すると，長

辺方向ILl. 0023 （平均），短辺方向には 0.9954となる。

例として花子（300dpi)のデータにそれぞれの補正

値をかけて，出力させた結果，基準とする点の対角線

方向にある点で， x.yとも約0.3 mm！ζ収まっている。
乙の乙とにより，実際lζ補正図の原稿として使用する

場合には，写真的IL:2分の lにしたフィルムを使って

いるので，査みに対する補正をしなくても実用上には

問題ないζ とがわかる。

(3）文字の品位

採用したCA Dソフトとこのプリンタにより，明朝体及びコ、シック体のアウトラインフォントを自由な位

置に出力する乙とができる。しかし，アウトラインフォントも万能ではなく， 3 mm以下の大きさで出力させ

普通の段差

第 2図段差の概念

た場合は，ラスタフォントの文字より品位が落ちる。

（第5図，第6図参照）
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単位： mm ＊点線は、正しい格子を示す。

第4図 プリンタの出力精度
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補正図 補正図

矯載せず

補正図 補正図

補正図 補正図
ラスタ明朝体 ラスタゴシック体 アウトライン明朝体

補正図 浦正囚 補正図

補正図 f・rM 1 l「ィ1 補正図

補正図 出」l 補正図
アウトラインゴシック ベクトル（線幅1ドット） ベクトル（線幅6ドット）

＊：文字の大きさは、それぞれ3、6、12mm

第 5図 文字フォン トの印字品位

5. おわりに

上記のような作業により作成された補正図用原稿は，予め変化部分を削除しである海図原版（ポジフィ Jレ

ム）上iζ貼りつけて印刷用の補正図原稿としている。現在のと乙ろ，乙の装置により作成している補正図は

全体の約3割弱であり，それ以外のものは岸線変化等の無い文字が主体（水深変化のみ等）の補正図であり，

乙の装置を使うメリットが無いので使用していない。今後，全補正図の機械化を目指すためには，海図に使

用している文字をプリンタで出力できるようiとする乙と（ただし，乙れには文字の字体の著作権の問題が絡

んでくる。）と，プリンタ自体の精度の向上が必要となる。

プリンタの精度は， 乙の装置の導入時には一般的に200～300ドットが標準であったが， l年後の現在で

は，同じ価格帯で600ドットのプリンタが出現している。との調子で行けば， もう l年後には1000ドッ卜の

精度に達し，電算写植機（イメージセッター）との境界が無くなってしまうのではないだろうか。そうなれ

ば，より高密度のスキャナで海図のフィノレム原板を読み取り，変化部分を画面上で書き換える乙とにより，

補正図の印削原稿を完全な形で出力する ζ とができるようになる。
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また，海図のフィノレム原版をあらかじめ大型のスキ

ャナで読んでおいて，必要な部分を取り出して使用す

るといったととも考えられるが，読み取られたらラス

タ像の最新維持iζ，別の人員が必要になるうえ，機械

に莫大な記憶容量が必要となるので現時点では得策と

は言えなし、。とれIC:は，現在，水路部で開発が行われ

ている電子海図システムで，将来的Kは実現される乙

とになるだろう。

以上のように，補正図作成にあたっては，「丸ぺンを

握る」という乙とが，今はほとんど無くなってしまい，

製図技術を保存，伝承する乙とが望むべくもない状態

となってしまったととは，現在の諸般の情勢からすれ

ば仕方の無い乙とかもしれないが，筆者としても一抹

の寂しさを覚えることもある。しかし，将来の図形デ

Vol. 11. 1992 

第6図文字の回転

ータ処理技術の発展を考えれば，「ぺンとインク」の世界は，以前の「和文タイプライタ」と同じ運命をた

どると考えてまちがいないだろう。

最後IC，乙の装置による補正図原稿の作成にあたり，海図維持管理室iζ写真撮影等の協力を頂きましたこ

とを付記して感謝いたします。
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